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（仮称）ＮＥＷまち推の設立に向けて！

　千種町が 4 町合併し宍粟市になって今年で 20 年になります。この間、千種地域のまちづくりを考え、実

行していく体制が、多くの方々のご努力で作られ実行されてきました。そして、今の『千種まちづくり推進

委員会』につながっています。

　そこで、もう一度、千種のまちづくりについて、全町民の意見を聞き、全町民のまちづくり組織として

再スタートするべく、まず、2020 年に全町民の皆さんにまちづくりアンケートをとらせていただきました。

その後、コロナ禍もありましたが、何度も何度も会合をしていただき、いよいよ千種町の自治・まちづくり

の新しい仕組みを 2025 年度からスタートさせるべく、大詰めの段階になってまいりました。

　　　今までの経過今までの経過

まちづくり研修会・意見交換会（連合自治会・まち推共催）を実施！
　昨年、10 月 31 日に、参画と協働によるまちづくり研修会・意見

交換会が行われました。各自治会長さんからは、『自治会がしっか

り参加することが大事』『自治会だけではできないことが増えてい

るので、広域で考える組織が必要である』『大事なことを自治会役

員へつなげることが大事』『13 名の自治会長全員が入った方がいい』

など、千種の将来を考えた前向きな発言がたくさん出されました。

この意見交換会でのまとめは、ＮＥＷまち推設立準備委員会で報告

され、このことをふまえた議論が展開されることになりました。

組織のイメージが見えてきました！
　12 月 10 日の第５回準備委員会は、13 自治会の自治会長さんとの

合同会議のスタイルで行われました。新しい組織の構成員をどうす

るか、役員をどうするか、総会をどうするかなど、論点を絞った具

体的な検討が進められ、組織のイメージがだんだんと見えるように

なってきました。そして、議論が深まってきたことから規約の検討

にも入りました。

　規約はとても大切な決めごとです。特に、何のための組織なのか

設置目的をはっきりとさせておく必要があります。

組織の設置目的（規約の解説）！
　検討している規約ですが、設置目的の部分を少し詳しく説明します。

　『人口減少と少子高齢化が今後さらに進むとしても、我がふるさと

千種町の住民はとても前向きです。』『住民アンケートや未来会議など

で見えてきた地域課題の解決に向けて、年齢や性別、自治会などの枠

を越えて、地域全体でスクラムを組みます。』『団体や個人のいろいろ

な活動、これから芽生えてくる新たな活動などを通じて、自治会も、団体も、個人も、よりつながっていき

ます。』『また、こんな千種になればいいなという共通目標を立てて、負担と実行のバランスを考えながらま

ちづくりを進めます。』『地域のみんなが関わり、みんなで考え、方向性を決定する、千種オリジナルの参画

と協働によるまちづくりを推進し、地域の自主自立をめざすための仕組みをつくります。』

　皆さんいかがでしょうか。ご意見をいただけましたら幸いです。

新しい千種のまちづくりの仕組みづくり　大詰めデス新しい千種のまちづくりの仕組みづくり　大詰めデス
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      新たなまちづくりの仕組み      新たなまちづくりの仕組み

　～これから 10 年間の千種のまちづくりに向かって～
　そして、現在の自治会長さん、主な各種団体長さん、まちづくり推進委員会役員の皆さん、アンケート活

用委員会の皆さん、未来会議にご出席いただいた皆さん、そして、コミュニティ支援員・千種市民局担当者

の皆さん、等々により、「新たなまちづくりの仕組み」そして「今後 10 年間でまちづくりとして取り組む主

なテーマ」の原案を作っていただきました。

　大きな仕組みとして、次の 3つが作られます。

『総      会』
　基本は年 1 回、6 ～ 7 月頃に開催され、千種町の一年間の活動方針・予算の決定や役員の承認などを審議

する、今後の千種町の最高の議決機関です。議決は、各自治会の全住民数に比例して代議員を出してもらう

代議員制とします。

　（下記の運営委員、企画委員は提案者として参加します。）

　総会後、そのまま、未来会議も行います。参加された各自治会代表の方や、傍聴者、自由参加の方々等々、

できるだけ多くの方に参加していただき、暮らしの困りごとや提案ごとなどを出していただきます。

　これらは、住民全員がまちづくりの主役・自分ごととなる仕組みの原点となるものです。

『運営委員会』
　基本は 2ヶ月に 1回行います。主なメンバーは、自治会長さん全員、主な各種団体長さんです。

　会長は連合自治会長経験者から別に選出し、副会長・会計等は会長が別に選任します。また、下記の企画

委員会からも若干名が参加します。

　総会に出す原案の決定、総会で決定された活動方針・予算等を元に、具体的な活動について決定していく、

事実上、千種町の運営の要となる組織です。

　また、今後、今まで自治会長会が一手に担ってきた、千種町としての決めごとや対外的な代表の役割も、

この運営委員会が徐々に担っていき、自治会長会の負担軽減にもつながればと考えています。

『企画委員会』
　ここでは運営委員会で協議する原案を作ったり、また、運営委員会から依頼されたことを検討していきま

す。運営委員は大変忙しい方ばかりです。そこで、まちづくりの原案を事務局とともに実質的につくってい

く役割を担います。メンバーは、運営委員会委員の推薦、あるいは、公募に応じた人の中から、運営委員会

で選任します。概ね 10 名以内と考えています。千種町のまちづくりの実質的な司令塔・調整役となるとこ

ろです。

　以上が、これからの柱となる大きな３つの仕組みです。

　そして、実際にまちづくりを行っていくのは、

今、すでに実行されている様々な活動団体や個

人の皆さん、そして、これを契機に新たに活動

しようと作られるグループ等の皆さんです。そ

のような自主的な皆さんの活動とうまく連携し

地域全体でバックアップしていけるように、ま

た、「もう人数も減ってきて今までの活動がしづ

らくなってきた」というところを、隣同士や町

全体の視点で、連携・協働できる体制にしてい

くためにも、この大きな３つの仕組みが中心と

なり、みんなでつながり助け合う千種町のまち

づくりの仕組みになっていけばという思いです。

新しい千種のまちづくりの仕組み（イメージ）

総会
各自治会から代議員選出

（約 60〜 80名）

運営委員会
２ヶ月に１回。実質的な
千種町の決め事をして
いくところ

企画委員会
運営委員会で協議する
原案をつくるところ

事務局
コミュニティ支援員
　（千種市民局）　実行グループ

各自治会の活動グルー
プ・各種団体・まちづ
くりボランティアサー
クル・研究会など

実行委員会
大きなイベント
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      今後の予定      今後の予定

 2 月 24 日　設立総会を行います !!

　さて、いよいよ今後の予定ですが、

　1月 29 日に第６回（最終）設立準備委員会
　このようなまちづくりの原案をもとに、第６回（最終）設立準備委員会をします。

　ここで、いよいよこの原案の最終決定、また、この会の正式名称の決定等をしていきます。

　そして、いよいよ

　2月 24 日に　設立総会を開催することを決定しました。
　設立総会では、市長をはじめとする来賓参加のもとで、多くの地域の皆さんにお集まりいただき、規約、

組織体制、役員体制、千種まちづくり計画などを決定していけるよう準備を進めています。

　また、設立総会のあとには、今回で第５回目となる『ちくさええとこ未来会議』の開催を計画しています。

未来会議は、年齢や性別、自治会などの枠を越えて、自由に意見交換ができる開かれた場として定着してき

ました。ご近所・ご友人などお誘いあわせの上、多く皆さんに参加いただきたいと思っています。詳細につ

いては、２月広報とともに配布予定の案内チラシをご確認ください。

　この「ええとこ通信」も「千種まちづくり推進委員会」発行は今号が最後となります。次号からは、新し

い組織名での発行となります。

　旧 4 町が合併して 20 年。宍粟市の北西の端に位置する千種町が宍粟市に埋もれてしまうことなく、いつ

までも千種町としての地域コミュニティ、地域のつながり、地域の求心力を維持していくために、待望の「千

種のことは千種町民が決めていき、自分たちで行動していく」仕組みがバージョンアップし、再スタートし

ます。

　仕組みや規約など、宍粟市内だけでなく、他地域を見てもなかなか見

当たらないような素晴らしい案を考えていただきました。今後、市内他

地域のモデルとなればと願っています。とは言え、実際に活動を始めると、

修正した方がよいところは多々出てくるでしょうから、それは、その都

度修正し、より実態に合ったよりよい仕組みをみんなで作っていければ

よいのではと思います。

　これから、ますます人口が減っていきますが、だからこそ、みんなバ

ラバラでなく、できるだけ助け合う暮らし、心を寄せ合う暮らしができ

ればと思います。そのための仕組み作りはとても大切です。

　無理のないところで、自分の関われるところから、何かお互いに役に

立つ、助け合うことを、楽しくやっていければと思います。
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　ちくさ登山同好会の主催で、毎年１月１日に行われている ｢ 新春ご来

光を見る集い ｣ に、今回初めて参加させていただきました。朝７時前に

国道４２９号線の志引峠頂上付近に着くと、前日に準備されたドラム缶

で火を焚いて待ってくださっていました。

　（兵庫県庁の日の出時刻が７時０６分）志引峠からは７時２０分頃になるとの

ことで、火を囲んで歓談しながら待ちました。最初、数名だった人数が、日の出

の瞬間には未就学児から９０歳代の方まで３０名余りになっていました。

　普段は千種町が見渡せる眼下に雲海が広がり、木々にはうっすらと雪が積もっ

ています。徐々に東の稜線がオレンジ色に染まっていき、初日の出を迎えました。幻想的な光に見とれて声

を失う人や手を合わせて拝む人、初日の出をカメラに収める人など…。毎年来られているという方は、｢ こ

れまで来たなかで一番綺麗！ ｣と興奮気味におっしゃっていました。

　前会長の井口さんに話をお聞ききすると、｢ ご来光を見る集いを始めてか

ら、かれこれ４０年になる ｣ といいます。以前は日名倉山に登って見ていたそ

うですが、今は現在の場所に。最後に大山美次会

長から、｢ 来年もぜひ参加して欲しい ｣、そして、 

｢ 能登の復興を一緒に祈って欲しい ｣ という２つの

お願いがありました。

　能登半島地震から１年、あの阪神淡路大震災から３０年となります。

　　　　　　２０２５年が、良い一年になりますように !!

新春ご来光を見る集い２０２５新春ご来光を見る集い２０２５

  住民の作品展示と舞台発表 「鷹巣ふるさとの集い」 を今年

も開催することができました。以前から続く「文化学習委員会」

が推進役となり、 自治会役員や有志が心と力を合わせ、 地域

の活力を盛り上げることができました。 田舎を離れている出

身者が帰ってくる機会ともなっています。

鷹巣ふるさとの集い
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　千種高校のアクティブ類型 2年生と 3年生は、「木

工」の授業を行っています。今年度からは、市内の

事業者「チェシャーズ・ファクトリー」の代表であ

る野村氏を講師に迎え、木製のおもちゃづくりを行

い、製作した木製のおもちゃをこども園にプレゼン

トし、園児のみなさんに木とふれあう環境を提供し

たいと考えています。

　使用する木材は、可

能な限り、宍粟の豊か

な自然で育った宍粟市

産の木材を使用しま

す。生徒たちが自らの

手で製作した作品をプ

レゼントすることで、

生徒の自己有用感を高

めるとともに、こども

園との連携を図ることは、地域の活性化につながり、

木製のおもちゃづくりを通して、宍粟市を代表する

産業である林業の価値が再認識できるものと考えて

います。

受講する生徒たちの声

３年　工藤　琴羽（写真左）

木工の授業は２年目ですが、おもちゃづくりはは

じめてです。ちくさ杉の子こども園の園児は元気

が良く、その子どもたちに楽しく遊んでもらえる

おもちゃをつくりたいと思います。

３年　平塚　湧大（写真中央）

ちくさ杉の子こども園には元気な子どもが大勢い

るという印象を持っています。子どもたちがおも

いっきり遊んでも壊れないような、丈夫なおも

ちゃをつくりたいと思います。

３年　竹添　壱星（写真右）

小さな子どもに何かをプレゼントすることがな

かったので、自分たちがつくったおもちゃに喜ん

でもらえるか少し不安です。安全に使ってもらえ

るようなおもちゃをつくりたいと思っています。

兵庫県立千種高等学校長　菊川　泰

　千種では、これまでも園小中高が

連携して多くの活動を行ってきまし

た。

　年齢の異なる子どもたちが交流す

る機会が多く、触れ合いの中で自他を大切にする

優しい人に成長していると感じています。

　高校生からもらったおもちゃで遊んだ子どもた

ちが、高校生になって思いを込めておもちゃをつ

くり園児にプレゼントする、そのような思いやり

の連鎖ができたら素敵だと思います。

　木のおもちゃ作りには費用がかかりますので、

この度、クラウドファンディングを実施させてい

ただくことにいたしました。ぜひとも成功させた

いと思っておりますので、多くの皆様にご協力い

ただきますようよろしくお願いいたします。

生徒たちの学びを応援するために、ぜひご支援くだ

さい。

受付期間　令和７年１月３１日（金）

お申し込みはインターネットが便利 !

ふるさとチョイスガバメント	

クラウドファンディング

URL:https://www.furusato-tax.jp/gcf/3594



	

　トップバッターは（株）日本エアテツクさんです。

Q.  主にどのような物を作られているのですか ?

A. 航空機やヘリコプターのエンジン、船舶用・発電機用のガスタービ

ンエンジンの部品を製造する精密金属加工の会社です。

Q.  沿革は ?

A.  1960 年、明石で大山鉄工所として創業以来、産業用ガスタービン、民間航空機用エンジンや船舶用機

器部品の機械加工及び溶接をはじめとする特殊工程、その他、治工具設計製作等を行ってきました。

　  1988年に株式会社日本エアテツクに社名を変更。

　  1991 年に千種工場を開設しました。

　  2008年以降、JIS Q 9001/9100（航空宇宙シリーズ）やNadcap 特殊工程認証の溶接・非破壊試験・

コーティングを取得。

　  2019 年 4 月　株式会社日本政策投資銀行からの出資を受け、株式会社日本エアテツクの神戸工場およ

び千種工場を分割し、株式会社 JATを設立しました。

Q. 従業員は何名ですか ?

A.  千種工場には 24名、全社では 310名です。

Q.  勤務形態は ?

A.  昼勤と昼夜交代勤務です。（配属先によって異なります）

Q.  会社の思い・理念は ?

A.  当社が製造する製品は、航空機のエンジンや病院、データセンター向けの非常用発電装置として活躍し

ています。今後も社会インフラを支える企業として、更なる品質改善に努め、顧客やエンドユーザーの

満足度を高めることで企業価値を向上させ、従業員と地域の発展に貢献していきたいと考えています。

新入社員大募集中です
　民間航空の旅客需要は、既にコロナ禍前の水準に回復しており、今後も航空機需要は拡大するものと

期待されています。

　現在、弊社は新規受注案件を多数抱えており、今後の増産に対応する為にも人財の育成に注力してい

ます。弊社のものづくりにご興味をお持ちの方は一度ご連絡頂けると幸いです。Ｕターンを考えられて

いる方大歓迎です。また明石、神戸で働きたいという方がおられれば気軽にお問い合わせください。

　（職種は機械加工、ブレード等の手仕上げ、生産管理、生産技術等です）

　千種で事業を開始されて 33 年。千種の数少ない企業の一つとして、千種での雇用を何とか守りたい

と頑張っていただいています。　これからもますます発展されますよう願っています。

（お問い合わせ先）											

兵庫県宍粟市千種町千草 886-1

TEL：0790-76-3666　FAX：0790-76-3668

URL：https://www.j-airtec.co.jp/

MAIL：info@j-airtec.co.jp

明石市大久保町八木 497-1

TEL：078-936-8093　FAX：078-936-6362

MAIL：hashimoto_s@j-airtec.co.jp

今号から新しいシリーズとして、千種町内にある事業を

紹介するコーナーを始めてみたいと思います。

（会社概要）

工	 	 場：㈱日本エアテツク明石工場、㈱ JAT 神戸工場、

									 ㈱ JAT 千種工場

主要製品：航空機用および発電機用ガスタービンエンジン

　　　　　部品　船舶用機器部品　治工具設計製作

主要設備：5軸立・横型マシニングセンター、立型 NC 旋盤、等
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新シリーズ　事業所紹介コーナー

（株）日本エアテツク（株）日本エアテツク
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　みなさんは、岩野辺	福海寺の ｢ おてらカフェ ｣ をご存知でしょうか。

ご住職がされているＳＮＳで知り、１２月のカフェにお邪魔しました。

会場の｢光明殿｣へ足を踏み入れると、楽しそうな笑い声が聞こえてきて、

ワクワクした気持ちに！ちょうどお昼時だったからかもしれませんが、

たくさんの方が来られていました。（無料とのことですが、協力金１００

円を入れて）

　軽食と聞いていたのに、｢大根葉のごはん・粕汁・酢の物・お漬け物 ｣

に ｢ お抹茶・芋もち ｣ もいただけて、お腹いっぱいになりました。とても美

味しいごはんと、いつもなら話す機会のない方々とのおしゃべりも楽しめて

心が温まりました。

　以前は単独でカフェをされていましたが、約７年前に光明殿会館が完成し

てからは、｢ あうん花畑 ｣ のメンバーや有志の協力で軽食と飲み物、デザー

トを提供されるようになりました。また、池谷さんの２人のお孫さ

ん（瞬くん、栞ちゃん）もお手伝いとして大活躍、アイドル的な存

在で場の雰囲気を和ませています。

　国道４２９号沿いでオレンジ色の ｢ のぼり ｣ を見られた方もある

かもしれませんが、｢ おてらカフェ ｣ は毎月第一日曜日に開催されていて、こ

れが目印となっています。これまでに ｢ お寺でカフェなんて珍しい！ ｣ と立ち

寄られたバイクの方や、遠く三田市から度々来られ

る方もあるそうです。みなさんもこの ｢ のぼり ｣ を

見かけたら、ぜひ、立ち寄ってみてください。

｢左から、河谷さん、池谷さん、田口さん ｣

▲

　七野自治会 ｢ふれあい喫茶 ｣が、先月１日に七野公民館で開かれまし

た。１２月ということで、素敵な写真でも分かるように『クリスマスバー

ジョン』でした。（雛祭りバージョンや七夕バージョンなど、年に３回

程度開催）誰でも参加でき、この日のメニューはパウンドケーキにフルー

ツ、フライドポテトとかぼちゃスープ。おかわり自由な珈琲・お茶も付いて１人２００円です。今回は、高

齢者を中心に３０名余りの方が来られて、和気あいあいとカフェ& おしゃべりを楽しまれました。

　ふれあい喫茶は、ボランティアグループ『ななの会』で運営されています。自治会名 ｢七野 ｣から付けた

名称ですが、今は名前の通りメンバー７名になり、今年でちょうど１０年になります。料理・お菓子作り・

会場演出・歌や踊り・洋裁・会計など、７名全員に得意分野があって、それぞれの良さを発揮し、みんなで

認め合ってきたという仲の良さです。

　来られたみなさんに美味しく楽しんでもらいたいと、会場の雰囲気づくりや手づくりの料理・お菓子に

もこだわりが見えます。喫茶だけでなく自治会の行事には積極的に協力し、

９月の七野ふれあい食事会ではキラキラの衣装で ｢ マツケン

サンバ ｣を披露して、会場を熱狂させたと聞いています。

準備から開催、片付けまでのおしゃべりも楽しみのひと

つ。代表の村上悦子さんは ｢ これからも仲良く、長く楽

しく活動を続けていきたい ｣と笑顔で話されていました。

▲写真左から、春名さん、春名さん、村上さん、神田さん、

春名さん、村上さん、春名さん（お揃いのエプロンも手作り）

ななの会　ふれあい喫茶ななの会　ふれあい喫茶

福海寺


